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壬
申
戸
籍
と
守
札

(
氏
子
札
)
(一)

春

松

進

こ
れ
は
何
だ
ろ
う
?

き
っ
き
か
ら
整
理
を
し
て
い
る
古
文
書
の
中
か
ら
、

や
た
ら
と
年
号
と
年
齢
を
書
き
綴
っ
た
も
の
が
、
あ

ち
こ
ち
か
ら
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
れ
に
「
氏
神
神
明

宮
様
L

と
か
「
氏
神
八
幡
宮
L

と
書
か
れ
て
い
る
。

ち
ょ
っ
と
見
に
は
宗
門
人
別
帳
に
似
て
い
る
。

「
万
延
元
庚
申
O
月
O
日
出
生
年
十
弐
オ
」
と

か
「
文
化
十
四
丁
丑

O
月

O
日
出
生
年
五
十
五
オ
」

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
す
べ
て
明
治
四
年
に
書
か
れ

た
も
の
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
る
。
廃
仏
棄
釈
の
後
、

神
社
が
江
戸
時
代
の
「
寺
請
状
」
に
代
わ
っ
て
宮
請

状
と
で
も
い
う
も
の
を
発
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
と

一
瞬
間
思
っ
た
。

と
に
か
く
何
枚
も
有
る
。
そ
れ
ば
か
り
に
こ
だ
わ

っ
て
い
る
訳
に
も
い
か
ず
、
そ
の
文
書
だ
け
を
別
に

し
て
、
他
の
文
書
の
整
理
を
続
け
、
夜
に
な
っ
て
か

ら
古
文
書
の
師
で
あ
る

K
さ
ん
に
電
話
で
聞
い
た
。

「
明
治
の
初
め
、
神
社
が
戸
籍
を
管
轄
し
た
の
で
し

ょ、
7
か

」

/

電
話
の
向
こ
う
で
暫
く
沈
黙
が
あ
っ
た
。

「
そ
ん
な
こ
と
は
、
聞
い
て
い
な
い
ね
」

寡
黙
な

K
さ
ん
の
一
言
葉
は
重
み
が
あ
っ
た
。

翌
日
友
人
の

T
き
ん
に
会
っ
た
時
、
そ
の
話
し
を

し
た
。

T
さ
ん
は
宮
司
で
あ
る
。

「
宮
札
と
い
う
も
の
が
、
明
治
四
年
に
出
て
い
る
よ
L

と
こ
と
も
な
げ
に
言
っ
た
。

そ
の
言
葉
で
「
今
般
大
政
官
人
別
守
札
相
渡
シ
ニ

相
成
候
問
左
之
人
別
相
改
メ
至
急
書
出
し
申
者
也
L

と
書
い
て
有
っ
た
の
を
思
い
出
し
た
。
「
人
別
守
札
し

と
い
う
の
が
「
宮
札
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。

「
で
も
戸
籍
と
関
係
あ
る
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
よ

」
と
付
け
加
え
た
。

更
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
そ
の
「
宮
札
」
が
町
の

公
民
館
に
数
年
前
か
ら
展
示
し
て
あ
る
と
の
こ
と
だ

っ
た
。広

辞
苑
や
百
科
事
典
、
日
本
史
辞
典
と
手
一
万
の
辞

典
類
を
「
守
札
」
「
宮
札
」
「
氏
子
札
」
と
片
っ
端

か
ら
引
い
て
み
た
が
、
戸
籍
と
の
関
係
に
触
れ
た
も
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の
は
な
か
っ
た
。

翌
日
公
民
館
に
出
掛
け

宮
札
を
見
た
。

表

越
平前

猪助国
た谷女

村
よ

松
岡
柴
神
社
氏
子

文
化
九
壬
申
年
七
月
十
九
日
出
生

裏

明
治
四
辛
未
年
十
二
月

豊
嶋
俊
十
郎
(
印
)

点
線
部
分
は
宮
印

(
縦
九
セ
ン
チ
・
横
六
セ
ン
チ
・
松
材
?
)

春
松

壬
申
戸
籍
と
守
札
(
氏
子
札

)
H

0
0
0
0
 

年
廿
五
オ

と
出
て
く
れ
れ
ば
、
一
度
で
年
号
と
干
支
が
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
と
思
っ
た
。
然
し
、
私
の
ワ
ー
プ
ロ
は

と
書
い
て
あ
る
も
の
が
載
っ
て
い
た
。
ヵ

l
ド
を
容
量
の
加
減
で
、
そ
ん
な
便
法
を
許
し
て
く
れ
な
か

取
っ
た
と
き
、
右
肩
に
少
し
小
さ
く
書
か
れ
で
あ
る
っ
た
。
そ
れ
で
「
め

1
」
と
入
力
す
る
と
「
明
治
元

「
守
札
」
と
い
う
文
字
を
見
落
と
し
て
い
て
、
ヵ

l

戊
辰
」
と
出
る
よ
う
に
し
た
。
「
あ

3
L
と
入
力
す

ド
に
記
入
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
中
を
見
る
れ
ば
「
安
政
三
丙
辰
」
で
あ
る
。
年
齢
も
「
ね
8
L

と
、
何
葉
か
は
書
き
上
げ
で
見
慣
れ
た
名
前
が
並
ん
と
す
れ
ば
「
年
八
オ
」
と
出
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た

で
い
た
。
書
き
上
げ
に
有
る
の
に
載
っ
て
い
な
い
者
が
、
寸
ね
」
の
略
号
は
も
う
満
杯
だ
っ
た
の
で
「
へ
」

も
あ
っ
た
。
ど
う
も
こ
れ
一
冊
で
は
な
い
ら
し
い
が
、
を
利
用
し
、
「
へ

2
5
L
と
入
力
す
れ
ば
「
年
廿
五

実
に
き
れ
い
な
文
字
で
書
か
れ
て
い
て
百
十
余
年

も
経
っ
た
と
は
思
え
な
い
も
の
だ
っ
た
。
先
程
の
書

き
上
げ
に
よ
っ
て
文
付
さ
れ
た
「
人
別
守
札
L

が
こ

れ
だ
と
思
う
と
、
そ
れ
ら
の
書
き
上
げ
の
集
成
で
あ

る
戸
籍
簿
み
た
い
な
も
の
が
有
る
は
ず
と
思
っ
た
。

整
理
中
の
文
書
の
入
っ
た
ロ
ッ
カ
ー
を
開
け
て
み

た。
何
と
自
分
が
既
に
整
理
し
、
ビ
ニ
ー
ル
級
で
く
く

っ
た
長
帳
や
何
冊
か
の
帳
面
の
最
上
部
に

守
札

田
中
小
寿
良
組
下

人

別

御

達

帳

吉
田
郡
第
九
区

九
番
組
柄
引
村

今
の
と
こ
ろ
、

家
へ
持
ち
帰
り
ワ
ー
プ
ロ
で
清
書
し
て
み
よ
う
と

決
意
し
た
。

で
も
実
際
に
取
り
組
ん
で
見
る
と
、
大
変
な
難
事

業
だ
っ
た
。
干
支
の
記
入
や
、
年
号
の
誤
記
が
随
所

に
見
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
ワ
ー
プ
ロ
化
し
で
も
意
味
が

無
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
年
号
や
干
支
・
年
齢
が
一

度
で
チ
ヨ
ツ
ク
さ
れ
る
よ
う
な
入
力
法
が
な
い
か
と

考
え
た
。

例
え
ば
、
年
齢
が
書
い
て
あ
る
の
だ
か
ら
、

2
5
」
と
入
力
す
る
と
、

弘
化
四
丁
未

O
月
O
日
出
生

こ
れ
だ
け
し
か
残
っ
て
い
な
い
ら
しね
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ォ
L

と
出
る
よ
う
に
記
憶
さ
せ
た
。
色
々
準
備
に
掛

っ
て
し
ま
っ
た
。

表
紙
と
も
六
十
枚
く
ら
い
一
週
間
も
あ
れ
ば
簡
単

に
入
力
で
き
る
と
思
っ
た
。
字
数
も
そ
う
多
く
な
い

し
、
決
ま
り
切
っ
た
文
字
ば
か
り
の
羅
列
だ
か
ら
、

何
程
の
こ
と
も
な
い
と
高
を
く
く
っ
て
入
力
し
始
め

た
が
、
一
向
に
文
字
化
は
進
ま
な
か
っ
た
。
変
体
が
な

が
全
然
読
め
な
い
の
だ
っ
た
。
そ
れ
に
地
名
・
人
名

も
判
読
し
に
く
か
っ
た
。
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ

た
。
単
調
な
作
業
で
も
あ
っ
た
。
何
ら
面
白
い
内
容

で
も
な
い
。
大
変
な
も
の
に
挑
戦
し
て
し
ま
っ
た
な

と
悔
や
ま
れ
た
。

最
後
の
二
日
間
は
夜
九
時
過
ぎ
ま
で
掛
か
っ
て
、

や
っ
と
入
力
し
終
え
た
。
で
も
疑
問
点
や
、
判
読
不

可
能
な
所
が
多
く
、
最
終
的
な
判
読
は
K
さ
ん
に
御

願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。
十
日
く
ら
い
掛
か
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
こ
れ
で
完
了
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
つ
く
づ
く
自
分
の
読
解
カ
の
低
き
を
知
ら
さ
れ

た。

「
大
月
L

と
読
め
る
地
名
が
あ
っ
た
。
少
し
離
れ

て
い
る
が
同
じ
郡
内
の
村
名
な
の
で
大
月
と
し
て
お

い
た
と
こ
ろ
、
「
大
町
L

と
書
か
れ
て
い
る
の
を
後

に
な
っ
て
気
が
つ
い
た
。
正
し
く
は

J
量
町
」
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
を
略
記
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

現
在
は
町
名
も
変
更
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、

気
が
付
か
な
か
っ
た
。

書
き
上
げ
の
方
で
は
一
々
「
神
社
名
」
を
書
い
で

あ
っ
た
の
に
「
御
達
帳
」
で
は
全
然
書
か
れ
て
い
な

い
の
が
疑
問
だ
っ
た
が
、
後
で
書
き
上
げ
の
一
枚
の

裏
に

右
者
私
共
氏
神
之
義
者

式
内
江
上
之
神
社
神
明
宮

と
相
印
申
筈
に
御
座
候
へ
共

人
別
之
所
ニ
而
ハ
混
雑
も

御
座
候
故
此
事
一
同
ニ
奉
申
上
候

〆
男
何
人

〆
女
何
人

都
合
惣
〆
何
人

と
あ
る
の
が
有
っ
て
納
得
し
た
。

そ
の
問
、
こ
の
人
別
御
達
帳
と
守
札
の
関
係
を
書

い
た
も
の
が
な
い
か
と
、
自
分
の
書
斎
の
本
棚
を
探

っ
た
が
、
何
も
出
て
こ
な
い
。

そ
れ
で
思
い
余
っ
て
「
若
越
郷
土
研
究
」
で
「
宗

門
改
め
帳
」
に
関
す
る
論
文
を
発
表
さ
れ
て
お
ら
れ

る
織
田
町
の
杉
本
寿
先
生
に
、
一
面
識
も
な
い
の
に

電
話
し
「
氏
子
札
と
壬
申
戸
籍
」
の
関
係
を
お
尋
ね

し
た
。「

氏
子
札
」
の
現
存
は
、
滋
賀
県
の
神
社
で
発
行

さ
れ
た
も
の
が
岐
阜
県
に
あ
る
だ
け
で
、
全
国
で
は

ま
と
も
に
は
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
の
お

話
だ
っ
た
。

後
日
、
お
手
紙
を
戴
い
た
。

表

文 筒近
政 井江
十 社国
一 氏一一

十庚 子
二寅
月
十
---'-ー・ 生/、

日 房国
出 椋 右
生 藤 衛飛

r台 門騨
良E 男

裏

神
宮大

岩
実
善
⑮

明
治
五
壬
申
年正

月
廿
七
日
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飛
騨
国
吉
城
郡
神
岡
町
花
園
小
椋
久
良
男
家
所

蔵
9
糎
・

6
糎
・

5
粍
で
檎
板
、
二
十
枚
あ
り
ま
し

た
。
(
中
略
)

全
国
を
し
ら
べ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
だ
け
で
し
た
。

貴
説
の
と
お
り
で
、
檀
那
寺
か
ら
神
社
へ
人
別
帳
が

う
つ
り
、
そ
こ
か
ら
戸
長
役
場
へ
渡
し
た
が
人
別
帳

は
庄
屋
へ
返
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

貴
文
に
よ
っ
て
全
国
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
り
ま
し
た
が
、
学
会
で
は
分
っ
て
い
ま
せ

ん
。
戸
籍
台
帳
が
ど
う
し
て
作
ら
れ
た
か
に
つ
い
て

不
思
議
に
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
に
人
別
帳
が
再
ぴ
庄
屋
に
も
ど
っ
て
い
る
の

も
ふ
し
ぎ
の
一
つ
で
す
。

太
政
官
指
達
に
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。
全
国
で

二
ヶ
所
と
は
実
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
美
し
い
杉
板
だ
し
捨
て
る
は
ず

が
な
い
か
ら
、
実
施
し
な
か
っ
た
と
せ
ね
ば
な
ら
な

い
で
せ
う
。
(
後
略
L

と
あ
り
ま
し
た
。
更
に
数
日
後

寸
滋
賀
県
神
崎
郡
永
源
寺
町
役
場
に
愛
知
郡
東
小
椋

村
役
場
か
ら
移
し
た
「
東
小
椋
村
籍
大
字
蛭
谷
木
地

師
戸
籍
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
宗
門
人
別
帳
や
氏
子
帳

を
役
場
へ
う
つ
し
た
も
の
で
、
や
は
り
一
応
役
場
に

春
松

壬
申
戸
籍
と
守
札
(
氏
子
札
)
付

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
般
の
コ

l
ス
を
辿
っ
た
も
の

と
み
と
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
現
在
は
壬
申
戸
籍
扱

い
で
披
見
禁
止
で
せ
う
。

小
生
は
政
府
委
員
な
の
で
、
全
国
の
旧
家
を
し
ら

べ
て
い
る
の
で
す
が
、
飛
騨
国
の
例
だ
け
で
、
ど
こ

に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
美
し
い
木
版
な
の
で
意

識
的
に
燃
や
し
た
後
は
見
ら
れ
ず
、
や
は
り
太
政
官

令
は
下
さ
れ
た
が
、
実
際
に
は
作
る
所
が
少
な
か
っ

た
と
見
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

も
し
発
行
し
て
い
た
ら
燃
や
す
は
ず
は
な
い
で
せ

う
。
し
か
し
神
社
と
し
て
は
数
百
・
数
千
を
書
上
げ

る
の
で
、
煩
い
経
費
に
た
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
す
か
日

と
二
度
に
渡
っ
て
お
手
紙
を
戴
い
た
。

そ
の
後
K
さ
ん
か
ら

寸
史
用
語
辞
典
」
の
「
氏
子
札
」
の
項
に

「
氏
子
入
り
の
さ
い
、
神
社
か
ら
そ
の
証
明
と
し

て
与
、
え
ら
れ
る
札
。
と
く
に
明
治
四
(
一
八
七
二

年
の
氏
子
調
に
お
い
て
は
、
各
町
村
の
産
土
神
単

位
で
氏
子
札
を
発
行
す
る
こ
と
が
神
道
国
教
化
政

策
の
一
環
と
し
て
進
め
ら
れ
た
U

と
あ
り
、

更
に
「
氏
子
」
の
項
に
は

「
(
前
略
)
明
治
四
年
、
神
社
の
社
格
制
定
に
対

応
し
て
「
大
小
神
社
氏
子
取
調
ノ
件
」
が
布
告
さ

れ
、
宗
門
改
・
寺
請
制
に
か
わ
る
制
度
と
し
て
氏

子
調
が
開
始
さ
れ
る
が
、
わ
ず
か
一
年
一

0
ヵ
月

で
中
止
さ
れ
た
口
と
あ
り
、

歴
史
年
表
に
「
明
治
四
年
七
月
四
日
、
氏
子
調
規
則

を
制
定
」
と
あ
る
と
の
こ
と
で
、
早
速
県
立
図
書
館

へ
電
話
し
、
太
政
官
布
告
を
調
べ
て
戴
き
、
そ
の
コ

ピ
l
を
送
っ
て
戴
い
た
。

寸
第
三
百
二
十
二
」
七
月
四
日
(
明
治
四
年
)

今
般
大
小
神
社
氏
子
取
調
ノ
儀
左
ノ
通
被
定
候
事

規
則

一
臣
民
一
般
出
生
ノ
児
ア
ラ
ハ
其
由
ヲ
戸
長
ニ
届
ケ

必
ス
神
社
ニ
参
ラ
シ
メ
其
神
ノ
守
札
ヲ
受
ケ
所
持

可
致
事

但
社
参
ノ
節
ハ
戸
長
ノ
証
書
ヲ
持
参
ス
へ
シ
其

証
書
ニ
ハ
生
児
ノ
名
出
生
ノ
年
月
日
父
ノ
名
ヲ
記

シ
相
違
ナ
キ
旨
ヲ
証
シ
コ
レ
ヲ
神
宮
ニ
示
ス
へ
シ

即
今
守
札
ヲ
所
持
セ
サ
ル
者
老
幼
ヲ
論
セ
ス
生
国

及
ヒ
姓
名
住
所
出
生
ノ
年
月
日
ト
父
ノ
名
ア
記
セ

シ
名
札
ヲ
以
テ
其
戸
長
へ
達
シ
戸
長
ヨ
リ
コ
レ
ヲ

其
神
社
ニ
達
シ
守
札
ヲ
受
ケ
テ
渡
ス
へ
シ

但
現
今
修
行
又
ハ
奉
公
或
ハ
公
私
ノ
事
務
ア
リ

テ
他
所
ニ
寄
留
シ
本
土
神
社
ヨ
リ
受
ケ
難
キ
モ
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三
十
一
巻
四
号

64 

ノ
ハ
寄
留
地
最
寄
ノ
神
社
ヨ
リ
本
条
ノ
手
続
ヲ

以
テ
受
ク
ヘ
シ
尤
未
申
年
正
月
晦
日
迄
ヲ
期
ト

ス

一
他
ノ
管
轄
ニ
移
転
ス
ル
時
ハ
其
管
轄
地
神
社
ノ
守

札
ヲ
別
ニ
申
受
ケ
併
テ
所
持
ス
へ
シ

一
死
亡
セ
シ
モ
ノ
ハ
戸
長
ニ
届
ケ
其
守
札
ヲ
戸
長
ヨ

リ
神
官
ニ
戻
ス
へ
シ

但
神
葬
祭
ヲ
行
フ
時
ハ
其
守
札
ノ
裏
ニ
死
亡
ノ

年
月
日
ト
其
霊
位
ト
ヲ
記
シ
更
ニ
神
官
ヨ
リ
是

ヲ
受
ケ
テ
神
霊
一
主
ト
ナ
ス
へ
シ
尤
別
ニ
神
霊
主

ヲ
作
ル
モ
可
為
勝
手
事

一
守
札
焼
失
又
ハ
紛
失
セ
シ
モ
ノ
ア
ラ
ハ
其
戸
長
ニ

其
事
実
ヲ
札
シ
テ
相
違
ナ
キ
ヲ
証
シ
改
テ
申
受
ク

へ
シ

一
自
今
六
ヶ
年
目
毎
戸
籍
改
ノ
節
守
札
ヲ
出
シ
戸
長

ノ
検
査
ヲ
受
ク
へ
シ

一
守
札
ヲ
受
ク
ル
ニ
ヨ
リ
其
神
社
へ
納
ル
初
穂
ハ
其

者
ノ
心
ニ
任
セ
多
少
ニ
限
ラ
サ
ル
へ
シ

右
ノ
通
ニ
候
条
取
調
相
済
候
へ
ハ
早
々
可
届
出
尤
不

審
ノ
廉
有
之
候
へ
ハ
神
祇
官
へ
可
承
合
候
事

「
第
三
百
二
十
三
」
七
月
四
日

今
般
大
小
神
社
氏
子
調
ノ
儀
被
定
候
ニ
付
テ
ハ
各
地

方
管
内
神
社
神
官
ノ
輩
守
札
差
出
方
左
ノ
通
相
心
得

粗
略
ノ
儀
無
之
様
取
扱
可
申
事

臣
民
共
出
生
ノ
児
其
土
地
ノ
神
社
へ
参
詣
致
シ
候
ハ

戸
長
ノ
証
書
ヲ
照
シ
其
名
前
出
生
ノ
年
月
日
及
ヒ
父

ノ
名
ヲ
氏
子
帳
ニ
記
シ
左
ノ
雛
形
ニ
随
ヒ
守
札
ヲ
可

相
渡
事

表

某
所
某

神:
社 j

氏
子;

生
父国

何 名 何
誰女男

年
月
日
出
生

裏

神
官

氏
名
印

同

年
月
日

此
寸
法
竪
三
寸
横
二
寸
ノ
木
札
ヲ
用
ヒ
中
ニ
其
神

社
所
用
ノ
印
ヲ
押
ス
ヘ
シ

氏
名
印

生
児
社
参
ノ
日
限
ハ
従
前
ノ
通
相
心
得
へ
シ
尤
病
気

等
ハ
此
限
ニ
ア
ラ
ス
(
中
略
)

出
生
ノ
児
及
ヒ
氏
子
入
ー
ノ
数
其
名
前
ヲ
録
シ
毎
年
十

一
月
中
其
管
轄
庁
へ
差
出
シ
十
二
月
中
太
政
官
へ
差

出
ス
へ
シ

右
ノ
通
管
内
大
小
神
社
へ
可
相
達
事

と
な
っ
て
お
り
、
明
治
六
年
五
月
二
十
九
日
の
布

告
(
第
百
八
十
号
)
で
は

「
辛
未
七
月
相
達
候
氏
子
調
ノ
儀
ハ
追
テ
御
沙
汰

候
迄
不
及
施
行
候
事
」
と
あ
り
、
完
全
な
実
施
は
行

な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る

守
札
の
存
在
が
余
り
見
ら
れ
な
い
の
は
、

川
法
令
の
実
施
が
途
中
で
中
止
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

{
寸
札
の
発
行
を
実
施
し
な
か
っ
た
。

凶
戸
籍
の
基
本
資
料
と
し
て
だ
け
利
用
し
て
、
守
札

の
発
行
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

ω経
費
の
支
弁
や
労
力
を
考
え
、
守
札
の
発
行
は
極

く
一
部
だ
け
し
か
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

以
上
の
何
れ
か
の
理
由
に
よ
り
守
札
の
発
行
は
、

全
国
的
に
は
余
り
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。

後
日
A
先
生
か
ら
の
御
教
示
で
、
柳
田
国
男
著
「

新
国
学
談
の
中
に
『
「
氏
子
札
」
の
発
行
や
「
戸
籍
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